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「第２次宇都宮市上下水道基本計画改定計画」（素案） 

に関する懇話会委員からの御意見とパブリックコメントの反映について 

 

 

Ⅰ 懇話会委員からの御意見について 

 令和４年１１月２５日に開催した第６回懇話会において，検討事項としてい

た件について，以下のとおり整理しました。 

 

 １ 意見の概要と上下水道局の考え方 

 

№ 意見の概要 意見に対する局の考え方 

１ 計画フレーム内の生活排水

処理人口の数値は合併処理浄

化槽を除いたものとなってい

るが，一方で施策指標の生活排

水処理率では合併処理浄化槽

が含まれており整合が取れて

いないと考える。 

 下水道事業の計画フレームにつきま

しては，公共下水道などの集合処理を

対象とするものとして整理しておりま

したが，委員御指摘の通り，施策指標

との整合を図り，合併処理浄化槽も含

めた分かり易い計画フレームとなるよ

う，数値を変更しました。 

 

 

資料１



2 

Ⅱ パブリックコメントについて 

 市ホームページや，出張所，地区市民センターなどでパブリックコメントを

募集し，いただいた御意見について以下のとおり整理しました。 

 

１ パブリックコメントの実施状況 

  意見の募集期間 令和４年１２月１３日（火） 

～令和５年１月１２日（木） 

 

  意見の応募者数 ３名 

      意見数 ５件 

 

  提出方法の内訳 

 郵送 ファクシミリ Ｅメール 持参 計 

人数 ０ １ １ １ ３ 

 

２ 意見の処理状況（案） 

区分 処理内容 件数 

Ａ 意見の趣旨等を反映し，計画に盛り込むもの ２件 

Ｂ 意見の趣旨等は，計画に盛り込済みと考えるもの ２件 

Ｃ 計画の参考とするもの １件 

Ｄ 計画に盛り込まないもの ０件 

Ｅ その他，要望・意見等 ０件 

計 ５件 

 

３ 意見の概要と上下水道局の考え方（案） 

  「第２次宇都宮市上下水道基本計画改定計画」全体に関して 

№ 区分 意見の概要 意見に対する局の考え方 

１ Ａ 前期計画との違いを 

一覧で示した資料を別

添として付けてほしい。

本計画では「前期計画の評価」や，

「環境の変化」などを「計画の柱」

や「施策指標」に反映した内容で策

定しております。 

御意見を踏まえ，資料編に前期計

画からの変更点を追加しました。 
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  第２章「上下水道事業の概要」に関して 

№ 区分 意見の概要 意見に対する局の考え方 

２ Ｃ そのままの水道水を

飲用する方は若い方に

少なく，年配の方に多い

と感じているが何が問

題なのか知りたい。 

御指摘のとおり，本計画の策定に

あたり実施した市民意識調査にお

いても，若い世代の方よりも年配の

世代の方のほうがそのままの水道

水を飲用されており，若い世代の方

はペットボトル水等を飲用してい

る比率が高いという結果が出てお

ります。 

これは多様な飲用水の普及が一

因であると推察しておりますが，水

道水の飲用状況については，引き続

きアンケ―ト調査等を実施しなが

ら把握に努めてまいります。 

３ Ａ 前期計画の評価と課題

について，特に目標値を

下回っているものは，実

績の記載だけでなく，ど

のように評価しているの

かが分かるような記載と

したほうがよい。 

前期計画の評価と課題は，取組内

容の評価を踏まえた課題について，

今後求められるものとして記載し

ておりましたが，御意見を踏まえ，

分かり易い記載となるよう文言を

修正いたします。 

 

  第４章「施策・事業の推進」に関して 

№ 区分 意見の概要 意見に対する局の考え方 

４ Ｂ 安全安心な水道水の供

給，災害に強い上下水道

の確立を望む。 

本計画の柱として「安全で安心

な水道水の供給」「災害に強い上下

水道の確立」などを盛り込んでお

ります。 

今後も引き続き，安定的な事業

運営に取り組んでまいります。 

≪素案Ｐ30，Ｐ50≫
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№ 区分 意見の概要 意見に対する局の考え方 

５ Ｂ これから先，人口減少

や高齢化が進む中，健康

に必要な水が本当に大

丈夫なのか不安である。

安全で安心な水道水の供給につ

きましては，市民生活に欠かせな

いライフラインとして，大変重要

であると考えており，本計画の施

策・事業においても水質管理の充

実や，広報活動を通じた，水道水

のおいしさや安全性の周知等を位

置付け，安定した水需要の確保に

向けて取り組むこととしておりま

す。 

今後，どのような社会状況の変

化の中にありましても，安全で安

心な給水を継続できるよう努めて

まいります。≪素案Ｐ30，Ｐ51≫ 

 


